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前提条件
Cisco Unified Reportingにアクセスする前に、前提条件を満たしていることを確認します。

システム要件

Cisco Tomcat Service

Cisco Unified Reportingは、Cisco Tomcatサービス上でアプリケーションとして実行されます。こ
のアプリケーションは、Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presenceサービスの
インストール時にアクティブになります。これらの製品がクラスタ内のすべてのサーバで稼働し

ていることを確認します。

HTTPS

レポートサブシステムでは、HTTPS経由で RPCメカニズムを使用して他のサーバから情報を収
集します。レポートが正常に生成されるように、サーバで HTTPSポートが開いていて、Cisco
Tomcatサービスを実行していることを確認します。

HTTPSを有効にするには、接続プロセス中にサーバ識別用の証明書をダウンロードする必要があ
ります。現在のセッションだけにサーバ証明書を使用するか、サーバでの現在のセッションと将

来のセッションのセキュリティを確保するために信頼フォルダ（ファイル）に証明書をダウンロー

ドすることができます。信頼フォルダには、すべての信頼済みサイトの証明書を保存します。

HTTPSの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』の
「Introduction」の章を参照してください。
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アプリケーションにアクセスするには、ブラウザウィンドウの管理インターフェイスにアクセス

します。Cisco Unified Reportingでは、HTTPSを使用してブラウザとのセキュアな接続を確立しま
す。

Web ブラウザ

Cisco Unified Communications Managerの Cisco Unified Reportingは、次のオペレーティングシステ
ムブラウザをサポートしています。

• Microsoft Windows XP SP3上で実行している場合は、Microsoft Internet Explorer（IE）7

• MicrosoftWindows XP SP3、Microsoft Vista SP2、MicrosoftWindows 7で実行している場合は、
Microsoft Internet Explorer (IE) 8

• Microsoft Windows XP SP3、Microsoft Vista SP2または Apple Mac OS X上で実行している場合
は、Firefox 3.x

• Apple Mac OS X上で実行している場合は、Safari 4.x

IM and Presenceサービスの場合は、Microsoft Internet Explorerバージョン 6.0以降のリリースか
Mozilla Firefoxバージョン 3.0以降を使用して Cisco Unified IM and Presence Reportingインターフェ
イスにアクセスします。それ以外のブラウザはサポートされません。

必要なアクセス権限

Cisco Unified Reportingアプリケーションでは、Cisco Tomcatサービスを使用してユーザを認証し
てから、Webアプリケーションへのアクセスを許可します。権限のあるユーザだけがCiscoUnified
Reportingアプリケーションにアクセスできます。Cisco Unified Communications Managerの場合、
デフォルトでは、Standard CCM Super Usersグループの管理者ユーザだけが Cisco Unified Reporting
にアクセスして、レポートを表示、作成できます。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerおよび IMandPresenceサービスの場合は、StandardCUReporting
認証グループのユーザが Cisco Unified Reportingにアクセスできます。

権限のあるユーザは、Cisco Unified Reportingユーザインターフェイスを使用して、レポートの表
示、新しいレポートの生成、およびレポートのダウンロードを実行できます。

Cisco Unified CommunicationsManagerの場合、Standard CCM Super Usersグループの管理者ユー
ザは、アプリケーションのいずれかにシングルサインオンすることにより、Cisco Unified
Reportingを含む Cisco Unified Communications Manager Administrationナビゲーションメニュー
で管理アプリケーションにアクセスできます。

（注）

   Cisco Unified Reporting リリース 12.0(1) アドミニストレーションガイド
2

Unified Reporting へのアクセス
必要なアクセス権限



管理インターフェイスからのログイン
次のいずれかの手順を実行し、管理インターフェイスから Cisco Unified Reportingにログインしま
す。

• Cisco Unified Communications Managerの場合は、管理インターフェイスのナビゲーションメ
ニューから [Cisco Unified Reporting]を選択します。

• IM and Presenceサービスの場合は、IM and Presence管理インターフェイスのナビゲーション
メニューから [Cisco Unified IM and Presence Reporting]を選択します。

はじめる前に

Cisco Unified Reportingアプリケーションへのアクセスが許可されていることを確認します。

Cisco Unified Reportingにログインすると、各ユーザの最後に成功したシステムログインと最後に
失敗したシステムログインが、ユーザ ID、日時、IPアドレスとともに、[Cisco Unified Reporting]
ウィンドウに表示されます。

UI のコンポーネント
次の図に、Cisco Unified Reportingの UIのコンポーネントを示します。

図 1：UI のコンポーネント

1 [アップロード（Upload）]、[ダウンロード（Download）]、[生成（Generate）]アイコン
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2 レポートリスト

3 レポートの詳細

レポートのカテゴリ、使用できるレポート、およびレポートのデータは、リリースによって異

なります。

（注）
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